　

	【手　順】　※切り口（実際の始め方，ストーリーなど）→実際の活動→振り返りやまとめ

	①３人組になってください。次にもう少し詳しい自己紹介をし合いましょう。まず始めは，１人１分ずつ自分の長所を言い続けてください。他の２人は聞き続けてください。「え〜」とか疑問を差し挟んではいけません。（→活動）
②次に，今度は短所をたくさん並べてください。時間は２分ずつにします。聞き役の２人はただ聞くのではなく，言われた短所を長所として言い換えてください。（→活動）
③振り返り「感想を一言ずつ（全員から）」「長所と短所って何が違うんだろうね？」「この活動には『オセロ紹介』という名前がついているんだけど，どうしてか分かる？」
④人差し指を立てて上にかざし，時計回りにまわしてごらん。そのまままわしながらゆっくりおなかのあたりまで降ろしてこよう。ちゃんと時計回りにまわしてる？

⑤これも，さっきの「オセロ紹介」と似てるよね！

	【効果・反応・感動秘話・失敗談など】

	　１年生から３年生までの８名で活動をしたので，特に下級生には自己開示しにくい状況だった。「長所がありません」と黙り込んでしまう生徒もいたが，「部活は何やっているの？」などとインタビューしながら，他の生徒に胸を張って言えるものを探していった。短所紹介の方は期待通りの盛り上がり。振り返りでは，多くの生徒から「短所や長所というのは見方の違いだ」という認識が出たので，その場の思いつきで指回しもやってみたところ，生徒たちは「あれ？　あれ？」と不思議そうにしながら一生懸命指を回していた。

	【応用例】

	　この組み合わせはいろんなところで気軽に使える。クラスの立ち上げ時期に自己紹介とアイスブレーキングをかねて行ってもいいし，進路学習の導入によくある「自分を知る」という授業でも使える。進路学習で一度これをやっておくと，面接練習や，ＡＯ入試のエントリーシートの指導がしやすい。（「長所が思いつかない？　なら短所をひっくりかえしなさい！」）



ＭＡＰこんなときこう使う


オセロ紹介＋指回し（合わせ技）





解説・ねらい・セールスポイント


　「同じものでも，見方を変えると全然違った印象になる」というアクティビティを２つ並べてみました。自分の長所はなかなか言えないのに，短所はいくらでも思いつく。でもそんな短所ですら見方を変えれば長所に変わる！　振り返りで「長所や短所」は見方の違いだという言葉を引き出せたら，おもむろに指回しへ。リーダー研修の中学生は素直に感動してくれました。








対　象：　中学生（１年〜３年）


人　数：　８名


班の数：　５班のうちの１つの班


時　期：　夏休み中


い　つ：　１日リーダー研修会で


時　間：　２０分


タイプ：　COM


準備物：　ストップウォッチ








　　　　低　　　　　　　　　　　　　　　高


手軽さ　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　





危険度　○　　　　　　　　





楽しさ　　　　　　　　　○　　　　





運動量　○　　　　





効き目　　　　　　　　　　　　　○











